
新たなる旅立ち～次は海の上で～
一
般
曹
候
補
生
の
修
業
式
に
参
加
し
た
。

横
須
賀
教
育
隊
（
神
奈
川
県
横
須
賀
市
）
で
行
わ
れ
た
、

た
新
隊
員
３
３
２
名
の
成
長
し
た
姿
を
見
る
べ
く
早
朝

１
等
陸
佐
）
は
、
８
月
２
６
日
（
金
）、
海
上
自
衛
隊

当
日
は
、
約
５
ヶ
月
間
の
厳
し
い
教
育
訓
練
を
終
え

し
ぶ
り
に
再
会
し
た
新
隊
員
た
ち
は
入
隊
前
に
比
べ
精

態
度
は
堂
々
と
し
た
立
派
な
海
の
自
衛
官
に
成
長
し
て

取
り
合
い
な
が
ら
温
か
く
見
守
っ
て
い
く
。

か
ら
多
く
の
隊
員
家
族
や
来
賓
が
会
場
に
集
っ
た
。
久

悍
な
顔
つ
き
に
変
化
し
て
お
り
、
体
つ
き
は
逞
し
く
、

い
る
こ
と
を
感
じ
さ
せ
た
。

式
の
中
で
横
須
賀
地
方
総
監
（
堂
下
哲
郎
海
将
）
の

た
。

の
生
活
を
思
い
出
し
、
乗
り
越
え
、
立
派
な
海
上
武
人

厳
し
く
な
り
、
大
き
な
壁
に
ぶ
つ
か
る
こ
と
が
あ
る
と

族
か
ら
は
「
５
ヶ
月
間
の
教
育
を
無
事
に
終
わ
る
こ
と

の
後
、
学
生
全
員
で
海
上
自
衛
隊
歌
「
海
を
ゆ
く
」
を

自
衛
官
と
な
れ
る
よ
う
部
隊
で
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
」

静
岡
地
本
か
ら
入
隊
し
た
隊
員
１
１
名
は
、
全
国
各

を
胸
に
、
新
た
な
場
所
へ
旅
立
つ
こ
と
に
な
っ
た
。

で
活
躍
す
る
こ
と
を
祈
念
し
つ
つ
、
引
き
続
き
連
絡
を

幹部自衛官の職場を見学

沼津東高等学校で学校説明会

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
根
本
博
之

が
一
人
前
の
海
上
自
衛
官
と
し
て
成
長
し
、
全
国
各
地

大
き
な
声
で
合
唱
し
、
新
た
な
門
出
を
盛
り
上
げ
て
い

思
う
。
そ
の
時
は
仲
間
達
と
過
ご
し
た
こ
の
教
育
隊
で

訓
示
が
あ
り
、「
君
達
を
取
り
巻
く
環
境
は
日
に
日
に

修
業
式
終
了
後
、
家
族
と
の
会
食
会
が
開
か
れ
、
家

と
な
っ
て
欲
し
い
」
と
力
強
い
エ
ー
ル
を
贈
っ
た
。
そ

が
で
き
て
安
心
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
一
人
前
の
海
上

と
の
感
想
が
聞
か
れ
た
。

地
の
艦
艇
等
へ
の
配
属
が
決
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
希
望

静
岡
地
本
は
、
こ
れ
か
ら
も
郷
土
出
身
隊
員
の
彼
ら

を
引
率
し
た
。

谷
駐
屯
地
で
行
わ
れ
た
「
平
成
２
８
年
度
第
１
回
大
学

そ
の
後
の
記
念
館
見
学
で
は
、
極
東
国
際
軍
事
裁
判

を
実
施
し
た
。

参
加
し
た
学
生
は
、「
幹
部
自
衛
官
の
生
の
声
を
聞

け
ら
れ
た
。
学
生
達
は
初
め
は
緊
張
し
た
面
持
ち
で
あ

よ
り
遠
く
見
え
る
よ
う
作
ら
れ
て
い
る
な
ど
、
当
時
の

名
の
大
学
生
が
参
加
し
た
。
内
容
は
、
幹
部
自
衛
官
と

を
見
学
し
た
。
大
講
堂
は
一
点
遠
近
法
を
用
い
て
建
設

衛
官
２
４
名
が
集
ま
り
、
自
ら
の
経
験
談
や
幹
部
と
し

る
こ
と
の
出
来
な
い
場
所
で
貴
重
な
経
験
が
で
き
た
」

労
し
た
こ
と
」「
職
種
に
関
す
る
こ
と
」
等
に
つ
い
て

堂
の
歴
史
的
背
景
を
学
び
国
防
へ
の
理
解
と
関
心
を
深

静
岡
地
本
は
、
今
後
も
様
々
な
機
会
を
利
用
し
、
大

の
中
枢
を
担
う
幹
部
自
衛
官
を
志
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
根
本
博
之

生
に
対
す
る
防
衛
省
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
に
大
学
生

１
等
陸
佐
）
は
、
８
月
２
９
日
（
月
）、
防
衛
省
市
ヶ

熱
心
に
質
問
を
し
て
い
た
。

の
懇
談
会
や
駐
屯
地
内
に
あ
る
市
ヶ
谷
記
念
館
の
見
学

め
て
い
た
。

て
の
魅
力
等
を
語
っ
た
ほ
か
、
質
疑
応
答
の
時
間
が
設

さ
れ
て
お
り
、
中
央
に
あ
る
天
皇
が
座
る
玉
座
が
実
際

こ
の
日
の
参
加
者
は
７
１
名
で
、
静
岡
県
か
ら
は
３

（
東
京
裁
判
）
の
法
廷
と
し
て
使
用
さ
れ
た
大
講
堂
等

懇
談
会
で
は
、
市
ヶ
谷
に
勤
務
す
る
陸
海
空
幹
部
自

く
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
参
考
に
な
っ
た
」「
普
段
入

っ
た
が
、「
幹
部
自
衛
官
を
受
験
し
た
動
機
」
や
「
苦

日
本
の
建
築
技
術
の
高
さ
を
感
じ
る
と
と
も
に
、
大
講

と
感
想
を
語
っ
た
。

学
生
等
に
自
衛
隊
の
や
り
が
い
や
魅
力
を
伝
え
、
国
防

募
集
活
動
に
努
め
て
い
く
。

説
明
会
は
、
防
衛
大
学
校
、
防
衛
医
科
大
学
校
医

東
高
等
学
校
（
沼
津
市
）
に
お
い
て
学
校
説
明
会
を

み
３
等
陸
尉
が
各
学
科
の
受
験
に
対
す
る
心
構
え
や

僚
監
部
装
備
計
画
部
で
勤
務
す
る
小
山
田
３
佐
は
、

て
も
ら
い
た
い
」
と
語

っ
た
。

受
験
を
決
意
し
た
生
徒
も
多
い
こ
と
か
ら
、
支
援
隊

わ
れ
、
沼
津
東
高
等
学
校
の
卒
業
生
で
あ
る
小
山
田

に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
。

衛
隊
で
の
勤
務
等
の
様
々
な
自
分
の
歩
ん
で
き
た
経

静
岡
地
本
は
、
今
後

大
学
校
医
学
科
出
身
の
富
士
病
院
診
療
科
医
官
・
福

等
も
選
択
肢
の
一
つ
に
加
え
て
も
ら
い
た
い
。
ま
た
、

と
の
連
携
を
強
化
し
、

明
会
を
開
く
な
ど
、
受

め
て
い
く
。

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
根
本
博

行
っ
た
。

之
１
等
陸
佐
）
は
、
９
月
２
日
（
金
）、
県
立
沼
津

永
継
実
２
等
陸
尉
及
び
看
護
学
科
出
身
の
中
野
あ
ゆ

万
恵
３
等
陸
佐
が
説
明
を
行
っ
た
。
現
在
、
陸
上
幕

同
じ
進
路
の
方
向
性
を

験
か
ら
、
自
衛
隊
の
魅
力
や
や
り
が
い
に
つ
い
て
語

今
回
の
よ
う
な
学
校
説
明
会
に
参
加
し
て
か
ら
、

学
科
及
び
看
護
学
科
を
希
望
す
る
生
徒
を
対
象
に
行

ア
ド
バ
イ
ス
の
他
、
学
生
生
活
及
び
卒
業
後
の
勤
務

高
校
在
学
中
の
思
い
出
か
ら
防
衛
大
学
校
入
校
、
自

っ
た
。

ま
た
、
自
衛
隊
富
士
病
院
で
勤
務
す
る
防
衛
医
科

員
は
「
こ
れ
か
ら
向
か
え
る
各
種
受
験
の
中
で
防
大

も
県
内
各
地
の
各
学
校

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
に
よ
る
説

験
希
望
者
の
確
保
に
努

持
つ
友
達
に
も
紹
介
し

て
是
非
一
緒
に
受
験
し


